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8)  長田龍介：肘関節の滑膜切除，関節形成術．Knack & Pitfalls リウマチ診療の要点と盲点（木村友厚編）文光堂，東
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23（4）380-386，三輪書店，東京，2010． 
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細胞死を増強する．第 12 回癌治療増感研究シンポジウム，2010，2，13-14，奈良． 
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関節置換術の中期成績．第 54 回日本リウマチ学会総会・学術集会．2010，4，22-25，神戸． 
42)  松下 功，元村 拓，関 英子，木村友厚：TNF 阻害療法下で Larsen grade II 以下の股関節と膝関節は長期間温存
されているのか？ 第 54 回日本リウマチ学会総会，第 54 回日本リウマチ学会総会・学術集会，2010，4，22-25，
神戸． 
43)  元村 拓，松下 功，関 英子，木村友厚：フィン付き髄内釘による足関節固定術後偽関節に対してロッキングプ
レートを用いた 1 例．第 54 回日本リウマチ学会総会・学術集会，2010，4，22-25，神戸． 
44)  永原詩乃，島田有加，松下 功，元村 拓，関 英子，木村友厚：二次的障害としての関節の誤用・過用への対応． 
第 54 回日本リウマチ学会総会・学術集会，2010，4，22-25，神戸． 
45)  川口善治，中野正人，安田剛敏，関 庄二，堀 岳史，金森昌彦，木村友厚：全脊椎の骨化所見から見た OPLL 重
症度と手術成績－特に胸椎 OPLL の外科治療について－．第 39 回日本脊椎脊髄病学会，2010，4，22-24，高知． 
46)  川口善治，中野正人，安田剛敏，関 庄二，金森昌彦，木村友厚：高齢者頚椎症性脊髄症の発症メカニズムと頚椎
椎弓形成術の術後成績．第 39 回日本脊椎脊髄病学会，2010，4，22-24，高知． 
47)  中野正人，川口善治，安田剛敏，関 庄二，木村友厚，平野典和：骨粗鬆症性椎体骨折に対するリン酸カルシウム
骨ペーストを用いた椎体形成術の中長期成績－術後 5 年以上．第 39 回日本脊椎脊髄病学会，2010，4，22-24，高知． 
48)  中野正人，川口善治，安田剛敏，関 庄二，木村友厚，平野典和：骨粗鬆症性椎体骨折に対するリン酸カルシウム
骨カルシウム骨ペーストを用いた椎体形成術の有用性と問題点：成績不良例の原因分析と対策について．第 39 回日
本脊椎脊髄病学会，2010，4，22-24，高知． 
49)  安田剛敏，中野正人，川口善治，関 庄二，渡邉健太，八野田純，金森昌彦，木村友厚：椎体偽関節後の遅発性神
経麻痺に対する後方アプローチによる手術治療の成績と問題点．第 39 回日本脊椎脊髄病学会，2010，4，22-24，高
知． 
50)  関 庄二，川口善治，安田剛敏，淺沼由美子，金森昌彦，木村友厚：頚髄症における頚椎前後屈 MRI の有用性－水
平断像の解析について－．第 39 回日本脊椎脊髄病学会，2010，4，22-24，高知． 
51)  千葉一裕，三尾 太，廣瀬祐一郎，松本守雄，川口善治，三上靖夫，木村友厚，久保俊一：一塩基多型を用いた大
規模相関解析による腰椎椎間板ヘルニアの原因遺伝子解析．第 39 回日本脊椎脊髄病学会，2010，4，22-24，高知． 
52)  松井好人，道上敏美，川端秀彦，西村 玄，大谷 修，木村友厚：Czech dysplasia の日本人家系．第 23 回日本軟骨
代謝学会，2010，4，23，鹿児島． 
53)  平岩利仁，堀 岳史，安田剛敏，川口善治，八野田純，木村友厚：手術治療を行った特発性頚椎後弯変形の 2 例．
第 185 回北陸整形外科集談会，2010，5，16，富山． 
54)  杉森一仁，金森昌彦，長田龍介，木村友厚，澤崎茂樹，黒木嘉人：ミトコンドリア脳筋症患者に発症した大腿骨頚
部骨折の治療経験．第 185 回北陸整形外科集談会，2010，5，16，富山． 
55)  木村友厚：イヤーレビュー「RA」．第 83 回日本整形外科学会学術総会，2010，5，27-30，東京． 
56)  川口善治，中野正人，安田剛敏，関 庄二，木村友厚：脊椎靭帯骨化症患者における全脊椎骨下巣の評価と骨化領
域に関わる全身因子．第 83 回日本整形外科学会学術総会，2010，5，27-30，東京． 
57)  松下 功，関 英子，元村 拓，木村友厚：関節リウマチにおける TNF 阻害剤の荷重関節破壊抑制効果の検討．第
83 回日本整形外科学会学術総会，2010，5，27-30，東京． 




体形成術の中長期成績－術後 5 年以上－．第 83 回日本整形外科学会学術総会，2010，5，27-30，東京． 
60)  下条竜一，渡邊裕規，元村 拓，松下 功，杉森一仁，伊藤芳章，木村友厚：TKA における屈曲位バランス－術中
の屈曲ギャップと術後 X 線撮影での屈曲位バランスの関連－．第 83 回日本整形外科学会学術総会，2010，5，27-30，
東京． 
61)  関 庄二，淺沼由美子，川口善治，淺沼邦洋，舛田浩一，木村友厚：ADAMTS5 遺伝子ノックダウンにおける椎間
板変性抑制効果．第 83 回日本整形外科学会学術総会，2010，5，27-30，東京． 
62)  金森昌彦，安田剛敏，川口善治，関 庄二，阿部由美子，鈴木賀代，木村友厚，筒井未春：腰椎手術患者における
精神的背景の分析．第 83 回日本整形外科学会学術総会，2010，5，27-30，東京． 
63)  千葉一裕，三尾 太，廣瀬裕一郎，川口善治，三上靖夫，木村友厚，久保俊一，戸山芳昭，池川志郎：腰椎椎間板
ヘルニアの原因遺伝子解析－一塩基多型を用いた候補遺伝子アプローチ－．第 83 回日本整形外科学会学術総会，
2010，5，27-30，東京． 
64)  杉森一仁：急速に進行した肩石灰性腱炎の 1 例．第 7 回信越肩関節フォーラム，2010，7，10，新潟． 
65)  元村 拓，松下 功，関 英子，木村友厚：関節リウマチの前足部変形に対する Scarf osteotomy の試み.第 39 回北
陸リウマチ・関節研究会，2010，7，11，金沢． 
66)  安田剛敏，金森昌彦，川口善治，関 庄二，堀 岳史，鈴木賀代，舟田 久，木村友厚：脊椎腫瘍手術の術後感染
に対する予防と治療．第 43 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，2010，7，15-16，東京． 
67)  金森昌彦，鈴木賀代，安田剛敏，堀 岳史，木村友厚：再発時に新たな核型異常へ変化した CD99 陽性軟部肉腫の 1
例．第 43 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，2010，7，15-16，東京． 
68)  松井好人，遠藤健次，久保貴博，長谷川匡，鈴木賀代，木村友厚，大谷 修，安井夏生：EWS-CHOP を伴う粘液型
脂肪肉腫の治療経験．第 43 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，2010，7，15-16，東京． 
69)  堀 岳史，安田剛敏，鈴木賀代，近藤 隆，金森昌彦，木村友厚：Nutlin-3 は DR5 の発現を増加し，ヒト骨肉腫細
胞 HOS およびヒト大腸癌細胞株 HCT116 において TRSIL 誘導アポーシスを増強する．第 43 回日本整形外科学会骨・
軟部腫瘍学術集会，2010，7，15-16，東京． 
70)  八野田純，金森昌彦，安田剛敏，堀 岳史，鈴木賀代，渡邉健太，木村友厚：脳転移を来した骨肉腫の 3 例．第 43
回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，2010，7，15-16，東京． 
71)  渡邉健太，安田剛敏，引山晴香，堀 岳史，鈴木賀代，金森昌彦，木村友厚：上腕骨病的骨折を来した成人ランゲ
ルハンス組織救症の 1 例．第 43 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，2010，7，15-16，東京． 
72)  鈴木賀代，松井好人，久保貴博，中 紀文，荒木信人，上田孝文，吉田秀樹，安井夏生，木村友厚：脂肪性腫瘍に
おける融合遺伝子発現の特異性の検討．第 43 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，2010，7，15-16，東京． 
73)  伊藤芳章，松下 功，元村 拓，杉森一仁，下条竜一，木村友厚，渡邉裕規：MTS THA における短外旋筋群損傷を
避けるための解剖学的解析．第 27 回立山セミナー，2010，7，24，富山． 
74)  堀 岳史，Song C.W.：ヒト骨肉腫細胞株 HOS において，温熱は β-Lapachone による γH2AX フォーカス形成および
細胞死を増強する．第 10 回北陸高温度療法研究会，2010，7，10，名古屋． 
75)  元村 拓，松下 功，関 英子，木村友厚：乳癌症例に対するトシリズマブの投与．第 22 回中部リウマチ学会，2010，
9，4，新潟． 
76)  峯 隼人，関 庄二，川口善治，中野正人，木村友厚，海木玄郷：原発性無月経を伴った特発性頚椎後弯症の 1 例．
第 186 回北陸整形外科集談会，2010，9，5，福井． 
77)  堀 岳史，近藤 隆，安田剛敏，鈴木賀代，金森昌彦：温熱は，ヒト骨肉腫細胞において，β-Lapachone による γH2AX
形成と細胞死を増強する．第 69 回日本癌学会学術総会，2010，9，22-24，大阪． 
78)  伊藤芳章，松下 功，木村友厚：セメントレスストレートステムを用いた THA および大腿骨人工骨頭置換術の外旋
筋温存後方アプローチの検討．第 37 回日本股関節学会，2010，10，2，福岡． 
79)  杉森一仁：関節リウマチ患者の肩関節における生物学的製剤の影響．第 37 回日本肩関節学会，2010，10，8-9，仙
台． 
80)  川口善治，安田剛敏，中野正人，関 庄二，峯 隼人，木村友厚：脊椎手術における術野感染の予防対策．第 115
回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会，2010，10，8-9，大阪． 
81)  金森昌彦，安田剛敏，堀 岳史，鈴木賀代，木村友厚：臼蓋に発生した軟骨芽細胞腫の 1 例．第 115 回中部日本整
形外科災害外科学会・学術集会，2010，10，8-9，大阪． 
82)  関 庄二，妻木載行，松井好人，川口善治，阿部由美子，鈴木賀代，岩井昭子，佐野明美，尾矢剛志，池川志郎，
木村友厚：CILP(cartilage intermediate layer protein) トランスジェニックマウスの椎間板変性促進効果．第 25 回日本
整形外科学会基礎学術集会，2010，10，14-15，京都． 
83)  鈴木賀代*，松井好人，関 庄二，久保貴博，安井夏生，木村友厚：EWS-CHOP type1 融合蛋白質は osteopontin 遺伝
子の発現を抑制する．第 25 回日本整形外科学会基礎学術集会，2010，10，14-15，京都． 
84)  唐杉 樹，三宅 敦，三上靖夫，川口善治，千葉一裕，瀬井 章，戸川大輔，金山雅弘，久保俊一，木村友厚，戸
山芳昭，水田博志，池川志郎：腰椎椎間板ヘルニアの全ゲノム相間解析．第 25 回日本整形外科学会基礎学術集会，
2010，10，14-15，京都． 
85)  関 庄二，川口善治，中野正人，峯 隼人，木村友厚：原発性無月経を伴った，特発性頚椎後弯症の一例．第 44 回
日本側彎症学会，2010，10，27-28，札幌． 
86)  松下 功，伊藤芳章，安田剛敏，堀 岳史，八野田純，平岩俊仁，木村友厚：OS が播種した股関節に対して関節再
建術を行った 1 例．第 7 回福井関節外科懇話会，2010，10，14，福井． 
87)  長田龍介，頭川峰志，牧 裕：両手の切断に対して，右手に足趾移植，左手に節電義手装着を行った１例．第 37 回
日本マイクロサージャリー学会学術集会，2010，11，18-19，愛知． 
88)  松下 功：関節リウマチ治療におけるタクロリムスの有効性と骨破壊抑制効果．第 25 回日本臨床リウマチ学会，11，
27-28，東京． 
89)  元村 拓，松下 功，関 英子，木村友厚：トシリズマブ治療中に両肩関節の骨破壊修復がみられた関節リウマチ
の 1 例．第 25 回日本臨床リウマチ学会，2010，11，27-28，東京． 
90)  中野正人，川口善治，安田剛敏，関 庄二，堀 岳史，峯 隼人，田中修平，木村友厚：治療に難渋したパーキン
ソン病を伴う骨粗鬆症性椎体圧潰の 1 例．第 21 回北陸脊椎脊髄外科研究会，2010，12，4，福井． 
91)  安田剛敏，川口善治，中野正人，関 庄二，堀 岳史，八野田純，金森昌彦，木村友厚：上位腰椎椎間板ヘルニア
の臨床像と治療成績．第 21 回北陸脊椎脊髄外科研究会，2010，12，4，福井． 
92)  八野田純，堀 岳史，安田剛敏，川口善治，中野正人，関 庄二，金森昌彦，木村友厚：頚胸移行部に発生した硬
膜外血管腫の 1 例．第 21 回北陸脊椎脊髄外科研究会，2010，12，4，福井． 
 
◆ その他 
1)  松下 功：関節リウマチ治療における MTX の使い方．RA 病診連携ミーティング，2010，1，13，富山． 
2)  松下 功：関節リウマチの病態と治療戦略．下新川病診連携の会，2010，1，22，富山． 
3)  松下 功：TNF 阻害療法は RA 荷重関節破壊を阻止できるか．第 6 回生物学的製剤治療研究会，2010，1，23，横浜． 
4)  松下 功：RA 下肢荷重関節破壊阻止を目指した TNF 阻害療法．第 20 回岐阜リウマチ研究会，2010，2，6，岐阜． 
5)  木村友厚：関節リウマチと骨軟骨破壊．第 8 回高知リウマチサイトカイン治療研究会，2010，2，18，高知． 
6)  川口善治：慢性腰痛の原因と治療－最新の知見と今後の展望－．体の痛みを考える学術講演会，2010，2，24，富山． 
7)  元村 拓：乳癌症例に対するアクテムラ投与．RA 病診連携ミーティング，2010，3，10，富山． 
8)  木村友厚：リウマチ診療における荷重関節破壊制御と身体機能．第 60 回鹿児島県整形外科医会教育研修会，2010，
3，6，鹿児島． 
9)  川口善治：慢性腰痛の原因と治療．学際的に痛みを考える会，2010，3，12，名古屋． 
10)  木村友厚：軟骨修復の現況と新展開－軟骨代謝と修復のベーシック－．第 9回日本再生医療学会総会，2010，3，18-19，
広島． 
11)  松下 功：関節リウマチのリハビリテーション．運動器リハビリセラピスト研修会，2010，3，7，富山． 
12)  長田龍介：よく見る上肢の疾患，外傷．運動器リハビリセラピスト研修会，2010，3，7，富山． 
13)  関 庄二：脊椎外科；疾患と治療について．第一三共製薬勉強会，2010， 3，24，富山． 
14)  木村友厚：OA 病態の update と治療ガイドライン．第 54 回日本リウマチ学会総会・学術集会，2010，4，22-25，神
戸． 
15)  川口善治：頚椎椎弓形成術-最近の発展と問題点-．第 1 回富山大学脊椎グループセミナー，2010，5，8，富山． 
16)  中野正人：頚椎根スクリュ－固定について．第 1 回富山大学脊椎グループセミナー，2010，5，8，富山． 
17)  安田剛敏：椎体偽関節後の遅発性神経麻痺に対する後方アプローチによる手術治療の成績．第 1 回富山大学脊椎グ
ループセミナー，2010，5，8，富山． 
18)  関 庄二：側わん症に対する segmental pedicle screw 法を用いた矯正固定術について．2010，5，8，第１回富山大学
脊椎グループセミナー，2010，5，8，富山． 
19)  松下 功：RA 荷重関節破壊阻止を目指した TNF 阻害療法．エーザイ・アボット RA 講演会，2010，5，10，富山．  
20)  松下 功：TNF 阻害療法における RA 荷重関節破壊抑制効果の検証．第 22 回東三河リウマチ研究会，2010，5，15，
豊橋． 
21)  伊藤芳章：足腰，元気がいちばん．いきいき富山グループ医療交流会，2010，5，22，富山． 
22)  松下 功：TNF 阻害療法下での大関節の破壊進行症例と修復症例．RA 病診連携ミーティング，2010，6，3，高岡． 
23)  川口善治：頚椎椎弓形成術の変遷－en bloc laminoplasty の長期成績と将来の課題－．和歌山腰痛フォーラム，2010，
6，17，和歌山． 
24)  松下 功：TNF 阻害療法は RA 荷重関節破壊を抑制できるのか？ 第 4 回南加賀 RA カンファランス，2010，6，29，
小松． 
25)  松下 功：関節リウマチに対するエタネルセプト 25mg 週 1 回投与の有効性．富山抗サイトカインセミナー，2010，
6，30，富山． 
26)  川口善治：脊椎靭帯骨化症に関する最近の研究と将来展望，名古屋脊椎脊髄セミナー，2010，7，9，名古屋． 
27)  関 庄二：リウマチ関連脊椎脊髄疾患について．田辺三菱製薬勉強会，2010，7，12，富山． 
28)  川口善治：椎体偽関節による遅発性神経障害に対する外科的アプローチ．AOSpine local seminar kanazawa，2010，7，
17，金沢． 
29)  中野正人：椎体形成術－過去から未来へ－ Future directions –Augumentation of fractured osteoporotic vertebral bodies. 
AOSpine local seminar kanazawa，2010，7，17，金沢． 
30)  松下 功：関節リウマチ治療における早期診断と tight control の重要性．浜松医師会講演会，2010，7，28，浜松． 
31)  中野正人：【テーマ】見落とし易い整形外科疾患～プライマリケアのための腰痛講座～．平成 22 年度第 6 回研修医
イブニングセミナー，2010，7，15，富山大学，富山． 
32)  堀 岳史，安田剛敏：転移性骨腫瘍をきたしたカルチノイドの 2 例．第 47 回がんプロキャンサーボード，2010，8，
10，富山． 
33)  川口善治：慢性腰痛の原因と治療．三木会，2010，8，19，富山． 
34)  中野正人，川口善治，安田剛敏，関 庄二，木村友厚，平野典和：骨粗鬆症性体骨折に対するリン酸カルシウム骨
ペーストを用いた椎体形成術後成績不良例の原因分析と対策について．第 6 回椎体形成術研究会，2010，8，28，京
都． 
35)  松下 功：RA 荷重関節破壊阻止を目指した TNF 阻害療法．田辺三菱製薬 RA 講演会，2010，8，18，富山． 
36)  川口善治：腰痛，ひざ痛の対処法を教えます！快適生活を送るためのロコモ撃退法．骨と関節の日，2010，9，4，
富山． 
37)  松下 功：生物学的製剤時代における手術療法．日本リウマチ財団東海北陸地区リウマチ治療とケア研修会，2010，
9，12，富山． 
38)  松下 功：荷重関節破壊阻止を目指した TNF 阻害療法－いつ始めるのか，tight control は必要か－，西播磨リウマチ
講演会，2010，9，18，兵庫． 
39)  松下 功：TNF 阻害療法の RA 荷重関節破壊抑制効果と限界．藤沢市医師会整形外科医会講演会，2010，9，24，藤
沢． 
40)  川口善治：後縦靭帯骨化症．難病相談室，2010，9，26，富山． 
41)  川口善治：Pathology of lumbar spine degeneration．AOSpine Advances Course Yokohama，2010，9，30-10，2，横浜． 
42)  川口善治：Case presentation:cervical spine injury．AOSpine Advances Course Yokohama，2010，9，30-10，2，横浜． 
43)  川口善治：Representation: cervical spine injury．AOSpine Advances Course Yokohama，2010，9，30-10，2，横浜． 
44)  松下 功：関節リウマチにおける生物学的製剤治療とリハビリ介入．福井県臨床整形外科医会リウマチ研究会，2010，
9，30，福井． 
45)  木村友厚：整形外科医のリウマチ診療 update．第 115 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会，2010，10，8-9，
大阪． 
46)  木村友厚：リウマチ整形外科‐如何に診て治療するか‐．第 37 回 JCOA 研修会富山，2010，10，9-11，富山． 
47)  元村 拓：関節リウマチに対する超音波検査の経験．RA 超音波研究会，2010，10，29，富山． 
48)  松下 功：トシリズマブ投与中に肩関節の修復像が確認された関節リウマチの 1 例．富山県アクテムラ発売 2 周年
学術講演会，2010，10，22，富山， 
49)  川口善治：脊椎靭帯骨化症に関する最近の研究と将来の展望．奈良整形外科講演会，2010，10，23，奈良． 
50)  松下 功：RA 荷重関節に対する TNF 阻害療法の効果と限界．第 2 回宮城リウマチセミナー，2010，10，2，仙台． 
51)  松下 功：荷重関節破壊阻止を目指した TNF 阻害療法とトシリズマブの大関節に対する作用．中外製薬 RA 講演会，
2010，10，6，富山． 
52)  松下 功：TNF 阻害剤は RA 荷重関節破壊進行を抑制できるのか？ 静岡炎症研究会，2010，10，16，浜松． 
53)  川口善治：脊椎靭帯骨化症に関する最近の研究と将来の展望．奈良医科大学整形外科研究会，2010，10，23，奈良． 
54)  木村友厚：変形性膝関節症研究 update と治療ガイドライン．第 167 回広島県臨床整形外科医会研修講演会，2010，
11，6，広島． 
55)  木村友厚：関節リウマチ治療の update と骨・軟骨代謝．骨粗鬆症フロンティア学術講演会，2010，11，12，札幌． 
56)  木村友厚：RA と骨･軟骨破壊-どこまで治療可能か-．第 271 回岡山県臨床整形外科医会研修会，2010，11，13，岡
山． 
57)  川口善治：後縦靭帯骨化症．難病個別相談会，2010，11，13，富山． 
58)  川口善治：足腰の健康－腰痛・ひざ痛の予防と手当－．長寿大学，2010，11，18，富山． 
59)  松下 功：リウマチ治療に必要な手術療法．（社）日本リウマチ友の会創立 50 周年記念事業公開講演会，2010，11，
23，富山． 
60)  川口善治：足腰の健康－腰痛・ひざ痛の予防と手当－．長寿大学，2010，11，26，富山． 
61)  元村 拓：関節リウマチの前足部変形に対する Scarf osteotomy の試み，足の外科を語る会，2010，12，11，富山． 
62)  川口善治：慢性腰痛に対する薬物治療～今後期待されうる薬剤の使用，オピオイドの使用経験を含めて～．WEB 講
演会，2010，12，8，富山． 
63)  川口善治：脊椎転移癌の診断と治療．富山県整形外科医会講演会，2010，12，15，富山． 
64)  松下 功：荷重関節に対する TNF 阻害薬の有効性と限界．Enbrel Summit for Orthopaedics，2010，12，4，東京． 
65)  松下 功：関節リウマチにおける超音波検査の有用性．西能病院院内勉強，2010，12，17，富山． 
66)  木村友厚，多喜博文，松下 功，引網宏彰：3 科連携のリウマチ教育入院で総合的な治療と患者教育を．病院新時
代，46：31-33，2010． 
67)  川口善治：第 37 回国際腰椎学会（ISSLS）．臨床雑誌整形外科，61（9）：1055-1057，南江堂，東京，2010． 
68)  高橋和久，牛田享宏，大谷晃司，川口善治，増子博文：慢性腰痛の診断と治療，座談会，大日本住友製薬，2010． 
69)  松下 功：リウマチ専門医試験問題解説．改訂第 4 版リウマチ専門医試験 例題と解説 2010．平成 22 年度リウマ
チ専門医試験問題作成. 
70)  安田剛敏：骨肉腫．丈夫がいいね．北國新聞社． 
71)  安田剛敏：骨肉腫．足から健康を．北國新聞社編集局編，2010，64-65． 
72)  堀 岳史：富山大学大学院 医学薬学教育部 博士課程 成績優秀者．2010，3． 
